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◆◆
担 当 課 内　容　説　明 決算額事　業　名

決算審査特別委員会委員長
上間 一寛 議員

【要旨】
　決算審査特別委員会に付託されました認定第１号、平成 29 年度喜界町一般会
計歳入歳出決算認定についてから、認定第９号、平成 29 年度喜界町公共下水道
事業特別会計歳入歳出決算認定についてまでの９件について、その審査の経過
と結果について御報告申し上げます。
　本委員会は、審査方針として決算認定制度の意義を十分理解した上で、本会
議に提出されました歳入歳出決算書、主要施策の成果に関する調書及び監査委
員の決算審査意見書を参考に、９月 12 日、13 日の２日間、執行部の出席を求め、
審査の着眼点として、予算が議決した趣旨と目的に従って適正に、そして効率
的に執行されたかどうか、それによってどのように行政効果が発揮できたか、
それから見て今後の行財政運営においてどのような改善、工夫がなされるべき
かを主眼に置き、審査を行いました。
　一般会計決算審査における締めくくりは財政運営についてであります。
（監査委員の意見書の財政指数を参考）
計画性については、実質収支が黒字財政であり、標準財政規模からして適度の
剰余金が望まれるところであります。実質収支額は 6，940 万円で収支比率は 1．
9％となっており、標準値は３％ないし５％が望ましいとされております。
　弾力性については、人件費、扶助費、公債費の義務的経費計 49．5％、前年度
比 2．5％の増で、その他の物件費、維持補修費、補助費等、拠出金合計で経常収

　平成30年第３回定例会は、９月６日から20日まで15日間の会期で開催しました。
　初日は、議長による諸般の報告、一般質問（議員３名登壇）、報告４件があり、同意1件他2件を
採択し、平成30年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例等の議案11件、陳情1件については
各常任委員会に付託されました。
　平成29年度喜界町一般会計及び特別会計の決算認定については、決算審査特別委員会に付託され
ました。

　最終本会議には、平成30年度喜界町一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例議案11件、追加
提案された工事請負契約１件を原案のとおり可決。
　平成29年度一般会計及び特別会計の決算認定については、９月12日・13日の２日間審査した結果、
全会一致で認定すべきものと決定しました。

農業振興課

木のあふれる街づくり事業 1,000万円スギラビーチ公園内の遊具を整備

教育委員会
（総務課）

国立大学進学応援事業費 84万円２９年度は、3名が国立大学へ進学しました

入学祝い金 212万円ふるさと納税寄附金を活用し、小学校から
高校まで入学する生徒への入学祝い金

教育委員会
（生涯学習課） 文化財保護原材料費 50万円中里地区、戦闘指揮所跡の老朽化により

入り口にフェンスを設置

建設課 主要道路保全委託料 260万円
企画観光課 農林水産物輸送コスト支援事業助成金 1,550万円
保健福祉課 子ども医療費助成金 720万円

木のあふれる街づくり事業 3,500万円

地域園芸活性化事業補助金 1,810万円

空港高倉の改修整備

町道の保全整備

農林水産物の輸送料金を助成

18歳まで子供医療費を助成

ハウス施設や園芸栽培で使用する材料費
の補助金

県営畑地総合整備事業 2,390万円クリ－ンセンター前の農地、12haを
土地改良整備

平成２９年度　　　 決算審査を認定平成２９年度　　　 決算審査を認定

平成29年度決算審査　　　　特別委員会委員長報告平成29年度決算審査　　　　特別委員会委員長報告

決算審査の主な事業の紹介
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木のあふれる街づくり事業・スギラ 木のあふれる街づくり事業・喜界島空港:高倉

文化財保護原材料費:中里　戦闘指揮所跡県営畑地総合整備事業:中里

支比率は 85．7％と高い水準にとどまっており、財政構造の硬直化から抜け出せない状況であります。
目安としては 75％以下が望ましい数値であります。
　住民の要望に応えて積極的な行政水準を目指したかということについては、人口１人当たりの投
資額や経費等により推測できます。諸公共施設の整備状況にもよりますが、普通建設事業費の人口
１人当たりの決算額は 14 万 9，710 円で、前年度と比較して 12 万 5，603 円の減となっております。
　以上のとおり、計画性、弾力性、積極性の三つの観点で分析し、総合的に判断すると、今後とも
有利な財源の確保、それは国や県の補助の適用であり、また交付税の見返りのある過疎債、辺地債
を活用し、計画的な、しかも効率的な財政運営に最大の努力をしていただくことを望むところであ
ります。
　特別会計においては、一般会計から繰り入れ及び地方債発行などにより歳入不足を補って目的が
達成されるものであり、その運営が財政運営上、大きく影響を及ぼすことと懸念されます。一般会計、
特別会計全体の財務状況を的確に把握し、精査し、適切な財政運営に努力してくださるよう望むも
のであります。
　本委員会は、認定第１号、平成 29 年度喜界町一般会計歳入歳出決算認定についてから、認定第９号、
平成 29 年度喜界町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につきましては、財政事情の厳しい中、
収支の均衡ある財政運営ができていて、限られた財源の中で各種事業が推進されており、成果をお
さめているものと認め、討論はなく、審査の結果、いずれも的確と認め、全会一致で認定するもの
と決定いたしました。

　平成30年第３回定例会は、９月６日から20日まで15日間の会期で開催しました。
　初日は、議長による諸般の報告、一般質問（議員３名登壇）、報告４件があり、同意1件他2件を
採択し、平成30年度一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例等の議案11件、陳情1件については
各常任委員会に付託されました。
　平成29年度喜界町一般会計及び特別会計の決算認定については、決算審査特別委員会に付託され
ました。

　最終本会議には、平成30年度喜界町一般会計補正予算・特別会計補正予算、条例議案11件、追加
提案された工事請負契約１件を原案のとおり可決。
　平成29年度一般会計及び特別会計の決算認定については、９月12日・13日の２日間審査した結果、
全会一致で認定すべきものと決定しました。

平成２９年度　　　 決算審査を認定平成２９年度　　　 決算審査を認定

平成29年度決算審査　　　　特別委員会委員長報告平成29年度決算審査　　　　特別委員会委員長報告
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平成30年度一般会計補正予算2号平成30年度一般会計補正予算2号
◆◆補正予算の主なもの補正予算の主なもの

住民課

建設課

教育委員会
（総務課）

教育委員会
（生涯学習課）

担 当 課

農業振興課

自然休養村管理センター強い農業づくり交付金事業（生和糖業）

漁港整備事業（小野津グラウンド）

内　容　説　明 予算額事　業　名

カーボン・マネージメン強化事業委託料 1,000万円

火葬場修繕費 100万円

道路改良用地購入費 920万円

道路改良補償費 1,200万円

1,250万円

小学校修繕費 150万円

中学校教育備品費 260万円

学校管理修繕料 570万円

強い農業づくり交付金事業負担金 1億円
強い農業づくり交付金事業補助金 1億9,500万円

自然休養村管理センター修繕費 180万円
内装修繕や緞帳新設のため（緞帳分につい
ては、荒木集落出身、国分ハウジング社長・久
保範和氏の寄付金により新設させて頂きます。

木のあふれる街づくり事業等工事 280万円

漁港整備修繕料 97万円

埋蔵文化財発掘調査費

さとうきび用デトラッシャー施設整備の町負担分

老朽化したサッシ、ドア等の修繕費

地球温暖化改善のため体制整備、
強化に向けた調査、検討を行う委託料

さとうきび用デトラッシャー施設整備の県補助金

小野津集落バックネット整備費

塩道公園の遊具設置や、てくてく教室
の床、壁の整備等

町道（ふくり前から空港前）道路改良の
ための用地購入費
町道（ふくり前から空港前）道路改良の
ための建物補償費

南日本ハウス株式会社　代表元山豊二氏から
のご寄付を活用しICT機器の購入を致しました。

喜界小、第一保育園のブロック塀改修費等

旧坂嶺小体育館の屋根修繕料
発掘調査民間委託料や図面作成委託料
などの費用
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4億2,122万追加（総額70億3,372万）4億2,122万追加（総額70億3,372万）
常任委員会委員長報告

　第３回定例会において、当委員会に付託されました議案第 47 号から議案第 56 号までは本会議にお
いて提案理由について町長より説明を受けましたが、さらに詳細な説明を受けるため、全委員出席の
もと委員会を開催し、審査期間を９月 11 日の１日間と定め、担当課長の出席を求め、慎重に審査を行っ
たところであります。
　
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億 2，222 万 1，000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ 70 億 3，372 万 3，000 円とするものであります。
　議案第 47 号、平成 30 年度喜界町一般会計補正予算（第２号）は全会一致をもって原案どおり可決
すべきものと決定いたしました。
　

　
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 825 万 5，000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ９億 3，321 万 5，000 円とするものであります。
　
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 66 万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９億 4，
671 万 9，000 円とするものであります。
　
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 16 万 7，000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ 9，649 万 7，000 円とするものであります。
　
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 5，710 万 5，000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳
出それぞれ６億 2，929 万 3，000 円とするものであります。
　　以上、議案第 48 号から議案第 51 号までは異議なしとみて、全会一致をもって可決すべきものと決
定いたしました。

　第３回定例会において、総務文教常任委員会に付託された議案第 47 号、平成 30 年度喜界町一般会
計補正予算（第２号）の当委員会分について審査が終了いたしましたので、報告いたします。
　委員会は９月 11 日、委員全員出席のもと、委員会日程を１日間と定め、審査に当たっては担当課
長及び担当職員の出席を求め、慎重に審査をいたしました。
　補正予算は歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億 2，122 万 1，000 円を追加し、歳入歳出予算
の総額をそれぞれ 70 億 3，372 万 3，000 円とするものであります。
　

　指定寄附金の使い方の質疑に、ＩＣＴ関係教育備品購入のための寄附金で、備品は 55 型液晶テレビ
１台、ノートパソコン 11 台、ｉＰａｄ、書画カメラ等であります。
　町奨学資金貸付金についての質疑に、平成 29 年度分の医療１名、農業１名分です。
　

　各学校体育館の状況についての質疑について、旧荒木小、旧坂嶺小、旧小野津小の体育館の屋根を
財産管理課とともに調査をしてもらった結果、旧荒木小は全面張りかえが必要、旧坂嶺小は一部、板
金修繕可能で、今回、補正予算に計上いたしました。
　　以上、当委員会は討論なく、議案第 47 号、平成 30 年度喜界町一般会計補正予算（第２号）は原案
どおり可決すべきものと決定いたしました。

産業福祉常任委員長　安田 英次郎

総務文教常任委員会 総務文教常任委員長　榮 哲治

産業福祉常任委員会

総務文教常任委員会

産業福祉常任委員会

質疑の主なものについて

特別会計について

教育委員会生涯学習課について

議案第 48号、平成 30 年度喜界町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第 49号、平成 30 年度喜界町介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第 50号、平成 30 年度喜界町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第 51号、平成 30 年度喜界町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案第 47号、平成 30 年度喜界町一般会計補正予算（第２号）
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一般質問
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良岡 理一郎 議員
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償
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に
議
決
を
求
め
る
予
定
で
あ
る
。

　

移
譲
法
人
候
補
者
が
候
補
者
か
ら

正
式
に
移
譲
法
人
の
資
格
を
得
る
に

は
、
町
有
財
産
無
償
譲
渡
仮
契
約
書

第
７
条
（
特
約
事
項
）
に
お
い
て
「
こ

の
契
約
は
、
議
会
の
議
決
を
得
た
場

合
に
仮
契
約
を
本
契
約
と
す
る
。
議

会
で
否
決
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の

契
約
は
な
い
も
の
と
す
る
」
と
し
移

譲
法
人
の
正
式
決
定
に
厳
し
い
条
件

を
付
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
議
会

の
議
決
を
求
め
る
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
１
号
及
び
第
６
号
に
よ

れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
重
大
な
意
思
決
定
を

求
め
ら
れ
る
、
第
３
回
定
例
会
に
お

い
て
、
来
年
の
４
月
１
日
の
移
譲
日
、

こ
れ
は
移
譲
法
人
に
と
っ
て
は
喜
界

園
の
開
設
日
と
位
置
付
け
ら
れ
る
、

ど
の
よ
う
な
喜
界
園
が
開
設
さ
れ
る

の
か
準
備
状
況
等
を
質
し
て
い
く
。

　

入
居
定
員
80
床
の
特
老
喜
界
園
の

直
近
の
入
居
者
数
と
入
所
待
機
者
数

に
つ
い
て
伺
う
。
定
員
に
満
た
な
い

と
き
の
そ
の
主
な
要
因
は
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

９
月
５
日
現
在
、
入
所
者
数
は
66

名
、
待
機
者
は
22
名
。
入
所
数
の
中

に
は
入
所
決
定
者
も
含
む
。
定
員
に

満
た
な
い
主
な
理
由
は
人
出
不
足
で

あ
る
。

　

民
間
移
譲
時
（
平
成
31
年
４
月
１

日
）
の
特
老
喜
界
園
の
入
居
者
数
（
定

員
80
床
）、
短
期
入
所
者
数
（
定
員
20

床
）
及
び
入
所
待
機
者
数
の
見
込
み

に
つ
い
て
伺
う
。
待
機
者
解
消
は
ど

の
よ
う
に
準
備
す
る
の
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

入
居
者
数
は
60
名
か
ら
70
名
を
見

込
む
、
短
期
入
所
者
数
10
名
か
ら
15

名
、
入
所
待
機
者
数
は
20
名
か
ら
30

名
を
見
込
ん
で
い
る
。
待
機
者
解
消

に
向
け
て
、
城
西
福
祉
会
と
定
期
的

に
協
議
し
て
い
る
。

　　

民
間
移
譲
時
（
平
成
31
年
４
月
１

日
）
の
両
施
設
の
職
員
配
置
計
画
を

伺
う
。
具
体
的
に
は
特
老
喜
界
園
の

総
人
員
数
と
雇
用
形
態
内
訳
（
正
規
、

臨
時
、
パ
ー
ト
）、
職
種
別
（
介
護
、

看
護
、調
理
、事
務
）。
ま
た
、デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
喜
界
園
の
総
人
員
数

と
雇
用
形
態
内
訳
（
正
規
、臨
時
、パ
ー

ト
）
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

城
西
福
祉
会
に
任
せ
て
あ
る
。
計

画
が
届
け
ば
伝
え
た
い
。

　

民
営
化
基
本
方
針
の
民
営
化
の
目

的
で
「
長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
」

「
医
療
施
設
や
法
人
保
健
施
設
な
ど
複

合
的
な
グ
ル
ー
プ
経
営
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
」
と
弾
力
的
採
用

や
人
事
面
で
の
期
待
を
述
べ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
今
回
の
移
譲
法
人
候

補
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
か

伺
う
。
人
手
不
足
の
厳
し
い
環
境
に

対
応
で
き
る
か
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

社
会
福
祉
法
人
の
経
験
は
浅
い
が
、

同
法
人
グ
ル
ー
プ
が
社
会
福
祉
の
プ

ロ
と
し
て
様
々
な
事
業
展
開
を
行
い
、

多
様
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
身
に
つ

け
て
い
る
こ
と
や
人
材
交
流
を
図
り

老
人
福
祉
施
設
の
民
営
化
に
つ
い
て

質
要

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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質問する
野間 弘也 議員

●
世
界
で
５
兆
個
・
10
億
ｔ
が
漂
い
、

２
０
５
０
年
に
は
魚
類
の
総
重
量
を

超
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
年
間
に

８
０
０
万
ｔ
増
え
て
い
る
。

●
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
日
光
な
ど
で
劣
化

し
細
か
く
な
っ
た
も
の
。

●
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
食
べ
、
そ
れ
を
魚
類
が

食
べ
そ
し
て
人
間
が
食
べ
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
排
出

物
と
混
じ
り
排
出
す
る
が
、
も
っ
と

細
か
く
な
る
と
人
間
の
血
液
に
混
じ

り
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て

い
る
。

●
ア
メ
リ
カ
で
は
調
査
し
た
水
道
水

の
83
％
か
ら
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も

多
く
の
団
体
・
個
人
の
方
が
ゴ
ミ
拾

い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
善
意
あ
る
方
に
「
ゴ
ミ
が

な
い
島
に
な
っ
た
」
と
笑
っ
て
も
ら

え
る
日
が
来
る
た
め
に
も
、
行
政
と

町
民
が
役
割
を
持
ち
、
一
緒
に
人
間

の
寿
命
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
地
球

の
寿
命
・
健
康
も
み
ん
な
で
守
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

不
法
投
棄
の
箇
所
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
現
状
を
把
握
で
き
て
い
る
の

か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

パ
ト
ロ
ー
ル
や
情
報
提
供
に
よ
り
、

現
場
を
特
定
し
て
い
る
。
確
認
で
き

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
禁

止
の
警
告
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。

設
置
箇
所
は
、
現
在
12
カ
所
で
あ
る
。

　

不
法
投
棄
の
対
策
強
化
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

地
域
の
方
々
の
意
識
が
最
も
重
要

と
考
え
、
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
周
知
、
広

報
に
努
め
る
。

　

今
後
、
不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
処
理
を

ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

道
路
に
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
は
職

環
境
問
題
に
つ
い
て

海
に
漂
う
ゴ
ミ
の
7
割
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

と
く
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
問
題

質
要

ノ
ウ
ハ
ウ
の
経
験
交
流
な
ど
高
く
評

価
し
て
い
る
。

　

民
営
化
基
本
方
針
で
述
べ
て
い
る

要
請
、
検
討
項
目
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
介

護
保
険
給
付
対
象
外
の
サ
ー
ビ
ス
の

事
前
協
議
、
入
所
決
定
に
つ
い
て
「
入

所
検
討
委
員
会
」
へ
の
町
職
員
や
民

生
委
員
な
ど
の
参
加
、
三
者
協
議
会

（
家
族
、
移
譲
法
人
、
町
）
の
設
置
の

検
討
結
果
は
。
城
西
福
祉
会
「
喜
界

園
サ
ー
ビ
ス
連
絡
協
議
会
」
と
喜
界

町
「
老
人
福
祉
施
設
運
営
支
援
委
員

会
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

基
本
協
定
書
に
お
い
て
、
法
人
の

理
事
長
か
ら
同
意
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
細
か
い
部
分
は
今
後
す
り
合
わ

せ
を
し
て
い
く
。
協
議
会
と
委
員
会

に
つ
い
て
は
目
的
が
被
ら
な
い
程
度

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
運
営
し
て
い

く
。

　

移
譲
法
人
と
の
契
約
に
つ
い
て
、

移
譲
先
法
人
の
運
営
（
経
営
）
が
困

難
に
な
っ
た
時
、
町
と
し
て
の
利
用

者
、
町
民
、
関
係
者
へ
の
対
応
を
伺

い
た
い
。

　

ま
た
、
移
譲
先
法
人
の
都
合
で
契

約
を
解
除
す
る
際
、
無
料
で
貸
し
て

い
る
土
地
の
取
り
扱
い
、
無
償
譲
渡

の
建
物
等
の
老
朽
化
に
よ
る
撤
去
が

必
要
な
場
合
、
そ
の
費
用
は
ど
こ
が

負
担
す
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

老
人
福
祉
施
設
長

　

良
好
な
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
関
係
に

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な

い
よ
う
、
利
用
者
や
町
民
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
努
め
る
。
法
人
の
都

合
で
簡
単
に
事
業
は
廃
止
で
き
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
仮
に
議
員
が
指

摘
し
て
い
る
事
態
に
な
っ
た
時
は
、

土
地
は
町
が
管
理
し
、
建
物
に
つ
い

て
は
、
諸
事
情
を
勘
案
し
な
が
ら
費

用
負
担
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

　

広
報
き
か
い
８
月
号
に
移
譲
法
人

候
補
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
式
決
定

さ
れ
た
か
の
ご
と
く
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
議
会
軽

視
で
は
な
い
か
。
町
長
の
認
識
を
伺

う
。

＊
事
前
通
告
が
な
い
質
問
で
あ
る
と

し
て
答
弁
な
し
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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員
が
回
収
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

集
落
の
奉
仕
作
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
等
で
、
対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、

鹿
児
島
県
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
等

現
状
回
復
促
進
事
業
で
対
応
し
た
１

例
も
あ
る
。

　

不
法
投
棄
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
予

算
は
不
法
投
棄
者
の
負
担
で
あ
る
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

不
法
投
棄
者
の
負
担
で
あ
る
。
撤

去
し
た
事
例
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

※
法
律
に
よ
り
不
法
投
棄
は
１
０
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
５
年

以
下
の
懲
役
に
科
せ
ら
れ
る
。

　

段
ボ
ー
ル
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
が
進
ん

で
い
る
が
、
今
後
そ
の
他
の
ゴ
ミ
分

別
、
再
利
用
の
検
討
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

住
民
課
長

　

町
民
の
方
々
の
御
協
力
の
も
と
、

本
年
度
か
ら
ご
み
収
集
回
数
の
変
更

や
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
業
日

の
変
更
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
人
員

で
効
率
よ
く
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
あ
る
。
ご
み
分
別
や
再
利
用
の

情
報
収
集
を
行
い
、
離
島
で
あ
る
本

町
に
適
し
た
ゴ
ミ
の
分
別
や
再
利
用

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
内
部
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

農
薬
や
肥
料
の
散
布
量
の
適
正
化

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

見
解
を
伺
う
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
業
立
島
を
掲
げ
て
い
る
本
町
に

と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
問
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
過
剰
な
施
肥
や
農

薬
の
散
布
に
よ
っ
て
、
地
下
水
の
汚

染
や
、
残
留
農
薬
、
ま
た
農
薬
飛
散

の
原
因
に
も
繋
が
る
。
県
、Ｊ
Ａ
、
生

和
糖
業
、
土
地
改
良
区
等
、
関
係
機

関
で
毎
月
１
回
の
定
例
会
を
開
催
し

農
林
業
技
術
連
絡
協
議
会
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
適
正
使
用
に

つ
い
て
の
話
が
さ
れ
て
い
る
。
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
い
て
も
、
実
践
し

な
い
と
意
味
が
な
い
、
そ
の
辺
も
含

め
て
研
修
会
に
つ
い
て
検
討
し
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
や
園
芸
の
各
部
会
、
管
理

機
関
で
あ
る
Ｊ
Ａ
、
県
、
生
和
糖
業

な
ど
と
連
携
し
、
使
用
方
法
に
つ
い

て
適
正
化
を
周
知
す
る
。
数
年
前
に
、

県
の
職
員
を
招
い
て
、
一
度
研
修
会

を
行
っ
た
経
緯
も
あ
る
。

　

定
期
的
な
町
道
・
農
道
沿
い
の
雑

草
伐
採
が
必
要
で
あ
る
が
対
策
を
検

討
し
て
い
る
か
。

　
　
　

建
設
課
長

　

町
道
に
つ
い
て
、
交
通
量
の
多
い

幹
線
、
ま
た
百
之
台
線
等
の
観
光
客

が
通
る
路
線
を
中
心
に
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
路
線
に
つ
い
て
も
、

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

定
期
的
に
草
刈
り
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

農
業
振
興
課
長

　

農
道
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

個
人
の
管
理
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

町
で
も
農
道
管
理
の
委
託
料
と
し
て
、

毎
年
予
算
を
確
保
し
、
通
行
料
の
多

い
箇
所
や
、
観
光
面
、
景
観
に
配
慮

し
な
が
ら
場
所
を
選
定
し
て
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
農
地
水
組
織
（
緑
サ
ー
ク
ル
）

で
も
対
応
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

農
地
水
組
織
に
つ
い
て
は
、
広
域
化

を
進
め
て
お
り
、
広
域
化
す
る
こ
と

で
町
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
一
本
化
に
向
け
て
後
押
し

を
し
て
い
る
。

　

町
道
沿
い
の
雑
草
伐
採
は
年
何
回

実
地
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

建
設
課
長

　

予
算
内
の
た
め
１
年
に
１
回
が
主

で
あ
る
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
抑
制
や
安
全
面
か
ら

道
路
沿
い
の
雑
草
伐
採
の
強
化
を

土
壌
保
全・地
下
水
保
全
、今
で
き
る

こ
と
を

質問する
榮 優太 議員

　

町
営
住
宅
（
大
筋
団
地
）Ａ
棟
の
ス

ズ
メ
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ
い
て
、

ス
ズ
メ
は
ト
ド
メ
ド
リ
で
あ
り
、
年

間
を
通
し
て
同
じ
場
所
に
生
息
し
、

季
節
に
よ
り
移
動
を
し
な
い
種
類
で

あ
る
。
ま
た
、
秋
に
は
１
０
０
羽
以

上
で
群
れ
を
つ
く
る
習
性
の
あ
る
鳥

で
、
日
本
の
鳥
類
の
80
％
が
渡
り
鳥

で
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
渡
り
鳥
と
ス

ズ
メ
の
接
触
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
お
そ
れ
も
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思

う
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
で
は
人
に
感
染
し
て
死
者
も
出

た
。
感
染
し
た
鶏
の
糞
を
含
ん
だ
ち

り
を
大
量
に
摂
取
し
て
し
ま
っ
た
特

町
営
住
宅
の
ス
ズ
メ
糞
被
害
対
策
に

つ
い
て

質
要

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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殊
な
事
例
で
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
、

足
の
踏
み
場
も
な
い
一
面
の
廊
下
に

ス
ズ
メ
の
ふ
ん
を
踏
み
な
が
ら
靴
を

玄
関
の
中
で
脱
ぎ
ま
す
の
で
、
糞
が

室
内
に
入
り
感
染
す
る
お
そ
れ
も
あ

る
の
で
は
と
入
居
者
は
不
安
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ス
ズ
メ
の
死
骸
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
特
に
ひ
な
が
落

ち
て
玄
関
前
に
死
ん
で
い
る
こ
と
が

頻
繁
に
あ
る
。
夜
は
周
り
が
見
え
な

い
た
め
、
ひ
な
の
死
骸
を
踏
み
つ
け

て
歩
い
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
。

子
供
た
ち
の
生
き
物
の
命
の
教
育
、

ま
た
、
衛
生
的
に
も
よ
く
な
い
環
境

の
中
で
、
我
慢
し
て
入
居
者
は
生
活

し
て
い
る
。
早
急
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

町
営
住
宅
（
大
筋
団
地
）Ａ
棟
の
ス

ズ
メ
糞
被
害
に
よ
る
対
策
は
で
き
な

い
か
。

　
　
　

建
設
課
長

　

従
来
か
ら
鳥
獣
の
糞
被
害
、
鳥
獣

の
防
除
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
が
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
る
の
で
、
建
設
課
と
し
て
検
討
は

し
て
い
な
い
。

　　

昨
年
か
ら
何
名
か
の
入
居
者
が
ス

ズ
メ
被
害
に
よ
る
対
策
を
要
望
し
て

い
る
が
、
で
き
な
い
理
由
は
何
か
？

　
　
　

建
設
課
長

　

理
由
と
し
ま
し
て
は
、
１
点
目
と

同
じ
考
え
で
建
設
課
は
や
っ
て
い
る

の
で
、
で
き
な
い
理
由
は
１
番
目
で

お
答
え
し
た
よ
う
な
理
由
で
あ
る
。

　

ス
ズ
メ
の
糞
、
ま
た
は
ひ
な
の
死

骸
が
大
量
に
通
路
や
玄
関
前
に
あ
り
、

不
衛
生
で
あ
る
。
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
、
住
み
よ
い
町
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
が
管
理
者
で
あ
る
が
、

町
の
管
理
運
営
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

建
設
課
長

　

糞
（
ふ
ん
）、
ひ
な
も
落
ち
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
う
共

用
部
分
、
階
段
、
廊
下
あ
た
り
に
つ

い
て
も
、
入
居
者
の
皆
様
が
協
力
し

な
が
ら
清
掃
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
安
心
安

全
な
町
づ
く
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
こ
の
住
宅
に
限
ら

ず
喜
界
町
全
体
の
こ
と
に
か
か
わ
っ

て
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
協
力
を
い

た
だ
き
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
か
ら
、
あ
ゆ
み
幼
稚
園
で

試
験
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
３
歳
児
３

年
保
育
で
あ
る
が
、
成
果
と
課
題
、

今
後
の
予
定
、
ま
た
、
３
歳
児
３
年

保
育
を
、
の
ぞ
み
幼
稚
園
で
も
で
き

な
い
か
。

　
　
　

教
育
長

　

３
歳
児
保
育
の
成
果
や
課
題
、
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８

月
１
日
現
在
、
あ
ゆ
み
幼
稚
園
の
３

歳
児
は
32
名
で
す
。
新
規
入
園
者
17

名
、
保
育
園
か
ら
の
入
園
者
10
名
、

編
入
な
ど
５
名
。
３
歳
児
で
す
の
で
、

入
園
前
の
生
活
経
験
、
発
達
段
階
す

な
わ
ち
排
泄
、
食
事
、
衣
服
の
着
脱
、

言
葉
な
ど
の
個
人
差
が
大
き
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
。
１
学
期
間
、
保
育

を
実
施
し
た
成
果
と
し
て
は
、

１
…
排
泄
、
食
事
、
衣
服
の
着
脱
、

言
葉
な
ど
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ

た
指
導
・
支
援
や
、
家
庭
と
の
連

携
を
十
分
に
図
っ
て
き
た
結
果
、

子
供
た
ち
は
で
き
る
こ
と
が
少
し

ず
つ
増
え
て
、
自
分
で
で
き
た
喜

び
と
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

２
…
同
年
齢
や
異
年
齢
の
友
だ
ち
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
、
相
互
に
刺

激
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
や

事
柄
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
。

３
…
幼
稚
園
生
活
を
楽
し
み
、
喜
ん

で
登
園
し
て
い
る
。

４
…
子
供
の
社
会
性
の
発
達
。
挨
拶

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が

得
ら
れ
て
う
れ
し
い
と
い
う
保
護

者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
３
歳
児
保
育
を
実
施
し
た
こ

と
に
よ
り
、
待
機
児
童
数
が
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
施

設
面
の
不
便
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

あ
ゆ
み
幼
稚
園
は
も
と
も
と
小
学
校

で
し
た
が
、
７
年
前
の
開
園
に
と
も

な
っ
て
施
設
設
備
の
改
築
・
改
造
が

行
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
３
歳
児
に

と
っ
て
は
水
道
の
高
さ
、
器
具
の
使

い
づ
ら
さ
、
ま
た
、
園
児
数
が
増
え

た
た
め
ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

預
か
り
保
育
、
旧
上
嘉
鉄
幼
稚
園
の

園
舎
を
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
人

数
が
増
え
て
、
登
録
者
数
が
55
名
、

１
日
の
利
用
者
は
40
名
弱
で
す
が
、

預
か
り
保
育
室
が
手
ぜ
ま
に
な
り
、

ト
イ
レ
の
数
も
少
な
い
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

　

３
歳
児
保
育
を
の
ぞ
み
幼
稚
園
で

実
施
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

３
歳
児
を
持
つ
保
護
者
の
意
向
調
査

を
行
い
、
そ
の
実
数
等
を
基
に
検
討

す
べ
き
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
に
あ
る
よ
う
に
、
３
歳
児
保
育

を
含
め
幼
稚
園
教
育
は
、
生
涯
に
わ

た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要

な
教
育
活
動
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に

施
設
・
設
備
の
改
善
や
、
保
護
者
、

地
域
と
の
連
携
を
も
と
に
、
教
育
活

動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議決条例・陳情書の報告・議会のうごき

９
月
６
日

９
月
11
日

９
月
12
日

９
月
13
日

９
月
20
日

９
月
30
日

10
月
19
日

10
月
23
日

11
月
３
日

11
月
９
日

11
月
10
日

11
月
14
日

11
月
16
日

11
月
17
日

11
月
19
日

11
月
20
日

11
月
21
日

12
月
上
旬

12
月
中
旬

平
成
30
年
第
３
回
喜
界
町
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
等
）

常
任
委
員
会（
補
正
予
算
等
審
査
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
説
明・審
議
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会（
説
明・審
議
）

平
成
30
年
第
３
回
喜
界
町
議
会
定
例
会（
最
終
本
会
議
）

平
成
29
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
現
地
調
査
）

東
京
喜
界
会（
議
長・峰
山
議
員
）

臨
時
会（
所
属
委
員
会
改
選
）

町
村
監
査
協
議
会
研
修
会（
峰
山
監
査
委
員
）

鹿
児
島
県
人
世
界
大
会（
議
長
）

全
員
協
議
会
及
び
議
員
研
修
会（
議
長
）　

伊
佐
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典（
議
長
）

各
種
会
議（
議
長
）

平
成
30
年
度
第
２
回
大
島
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会

（
総
文
委
員
長
）

奄
美
群
島
農
業
祭（
議
長
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会（
議
長
）

離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会（
議
長
）

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会（
議
長
）

平
成
30
年
第
４
回
喜
界
町
議
会
定
例
会（
一
般
質
問
等
）

常
任
委
員
会（
補
正
予
算
等
審
査
）

平
成
30
年
第
４
回
喜
界
町
議
会
定
例
会（
最
終
本
会
議
）

議
会
の
う
ご
き（
９
月
〜
12
月
）

次の議会は、1２月上旬を予定しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

議　案 内　容 採　決反 対賛 成

喜界町アリモドキゾウムシ等防除条例の制定について

喜界町こども医療費助成条例の一部を改正する条例について

喜界町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について
喜界町特別養護老人ホーム設置等に関する条例等を廃止する
条例について

財産の無償譲渡について

町営住宅の明け渡し等請求に関する訴えの提起について

喜界町ごみ焼却施設建設工事の工事請負契約の締結について

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書

議案５２号

議案５３号

議案５４号

議案５５号

議案５６号

議案５７号

議案５８号

陳情第３号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継 続

11

11

11

10

10

11

11

―

０

０

０

１

１

０

０

―

◆ 議決条例・陳情書の報告 ◆ （議長は裁決に含まず。）

午前9時30分 開会　皆様の傍聴をお待ちしています。
また、喜界町ホームページでは、議会開会中の模様をインターネット中継でご覧いただけます。
（動画配信サイトで「喜界町議会定例会」を検索していただき、録画もご覧いただくことができます。）

＊議会だより172号9ページの上段中、産業福祉委員会の委員長報告かかる安田委員長の肩書が「総務文教
  委員長」と表記されておりました。正しくは「産業福祉委員長」の誤りです。お詫びして「訂正」いたします。

お問合せ　喜界町議会事務局　電話 65 - 1115

ご案内
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◆ 

去
る
６
月
26
日
、
奄
美
市
に
お
い
て
屋

久
島
・
奄
美
Ｊ
Ａ
Ｃ
チ
ャ
ー
タ
ー
機
を

利
用
し
た
交
流
事
業
に
合
わ
せ
た
交

流
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
交
流
事
業

は
奄
振
事
業
で
、
奄
美‒
鹿
児
島
航
路

の
屋
久
島
宮
之
浦
港
へ
の
寄
港
を
機
会

に
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
、

今
後
の
交
流
人
口
の
拡
大
の
検
証
を
図

る
も
の
で
、
屋
久
島‒

奄
美
間
を
サ
ー

ブ
機
で
来
島
し
ま
し
た
。
翌
日
、
奄
美

‒

宮
之
浦
間
を
船
で
移
動
す
る
ル
ー
ト

を
検
証
す
る
も
の
で
、
町
長
、
議
員
、

観
光
協
会
、
商
工
会
、
区
長
、
各
種

団
体
長
、
ほ
か
県
の
関
係
職
員
、
総

勢
36
名
で
、
奄
美
か
ら
は
本
島
の
市

町
村
長
、
議
長
、
各
種
団
体
長
、
県

関
係
職
員
、
合
計
35
名
が
出
席
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
の
交
流
人
口
拡
大

を
図
る
た
め
に
、
沖
縄
・
奄
美
・
屋

久
島
と
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
と
確

信
し
ま
し
た
。

◆ 

第
43
回
県
消
防
協
会
大
島
支
部
消
防

操
法
大
会
が
、
大
和
村
の
奄
美
フ
ォ
レ

ス
ト
ポ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
２
位
と
な
り
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
７
チ
ー
ム
終
了
段

階
で
成
績
が
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、
豪

雨
に
よ
り
く
じ
引
き
で
決
定
と
な
り
ま

し
た
。
優
勝
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
で
す
が
、
団
員
の
諸
君
の
頑
張

議
長
外
内 

千
里

諸
般
の
報
告

諸
般
の
報
告

り
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の

で
す
。

◆ 

７
月
11
日
、
大
島
支
庁
奄
美
会
館
で
、

平
成
31
年
度
公
立
高
等
学
校
生
徒
募

集
定
員
策
定
等
に
係
る
地
区
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
本
島
と

喜
界
町
の
中
学
校
、
高
校
の
校
長
、Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
長
、
市
町
村
長
、

議
長
が
出
席
し
、
県
高
校
教
育
課
の

中
島
参
事
よ
り
、
平
成
30
年
度
募
集

定
員
策
定
過
程
、
結
果
及
び
31
年
度

定
員
募
集
の
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
課

題
に
つい
て
、
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

７
月
18
日
、
平
成
30
年
度
防
衛
省
全

国
情
報
施
設
協
議
会
総
会
が
、
参
議

院
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、

30
年
度
運
動
方
針
、
収
支
予
算
案
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
会
開
会
中
に
よ

り
国
会
議
員
に
よ
る
祝
辞
、
宇
都
隆

史
議
員
に
よ
る
講
演
は
と
り
や
め
に
な

り
ま
し
た
が
、
意
見
交
換
会
で
皆
様
の

御
意
見
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

◆ 

７
月
24
日
、
奄
美
市
に
お
い
て
、
奄
美

群
島
さ
と
う
き
び
価
格
対
策
協
議
会

第
45
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

書
が
承
認
さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
及
び
賦
課
徴

収
方
法
案
が
認
め
ら
れ
、
他
役
員
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。

◆ 

８
月
２
日
、
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
市
町
村
政
研
修
会
が
、
市

町
村
長
、
町
村
議
会
、
市
町
村
幹
部

職
員
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
地
方
創
生
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」

の
演
題
で
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
の

岡
﨑
昌
之
氏
が
、
ま
た
「
日
本
一の
発

酵
王
国
鹿
児
島
」
の
演
題
で
、
農
学

博
士
の
小
泉
武
夫
氏
が
講
演
さ
れ
ま

し
た
。

◆ 

８
月
12
日
、
三
反
園
知
事
が
「
知
事

と
語
ろ
う
車
座
対
話
」
の
出
席
の
た
め

来
島
さ
れ
、喜
界
町
夏
ま
つ
り
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
禧
久
県
議
と
舞
台
挨
拶
、

太
鼓
で
の
出
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
翌
13

日
に
議
会
と
の
意
見
交
換
に
出
会
さ

れ
、
６
名
の
議
員
よ
り
、
サ
ン
ゴ
研
究

所
に
つ
い
て
１
点
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い

て
１
点
、
村
田
新
八
に
つ
い
て
１
点
、

防
災
に
つ
い
て
１
点
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て
１
点
、
航
路
に
つ
い
て
１
点
、
見

解
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
時
間
の
都

合
で
詳
細
な
答
弁
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
後
日
、
担
当
課
よ
り
連

絡
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
議
会

の
取
り
組
み
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・諸般の報告

任
期

委
員
長

委
員
長
職
務
代
理
者 
 

 

委　

員  

委　

員  
益
　  

一
幸 

氏

西
　  

徹
彰 

氏

美
沢  

勝
秀 

氏

山
口  

政
照 

氏
（
荒
木
）

（
小
野
津
）

（
上
嘉
鉄
）

（
城
久
）

２
０
１
８
年
10
月
２
日
〜

２
０
２
２
年
10
月
１
日

喜
界
町

選
挙
管
理
委
員
会
の

異
動
報
告
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読

者

の

声

印刷：渕上印刷株式会社

喜
界
町
議
会
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

生
駒　

弘

河
上　

弘
仁

良
岡　

理
一
郎

野
間　

弘
也

峰
山　

恵
喜
光

榮　
　

優
太

文　

責

良
岡　

理
一
郎

　

わ
た
し
が
は
じ
め
て
喜
界
島
に
来
た
の
は
30
年
ほ
ど

前
。再
来
は
2
0
0
9
年
の
皆
既
日
食
で
し
た
。ス
ギ

ラ
ビ
ー
チ
に
家
族
で
1
週
間
ほ
ど
、キ
ャ
ン
プ
。幻
想
的

な
瞬
間
を
多
く
の
方
々
と
共
に
過
ご
し
、忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
度
々
訪
れ
、島
の
方
々
と
お
会
い
し
ま
し

た
。わ
ず
か
数
日
の
滞
在
で
も
、私
た
ち
の
五
感
を
十

二
分
に
刺
激
し
、心
の
底
に
沈
ん
で
い
た
色
ん
な
感
情

が
湧
き
出
て
来
る
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

　

早
町
港
か
ら
の
風
が
吹
き
抜
け
、花
良
治
ハ
ウ
ス
で

聞
い
た
波
の
音
が
心
に
響
き
、阿
伝
を
歩
く
と
月
橘
が

香
り
、ス
ギ
ラ
で
い
つ
ま
で
も
見
上
げ
た
星
空
。こ
ん
な

贅
沢
な
恵
み
を
捨
て
置
き
、一
体
今
ま
で
何
を
求
め
て

生
き
て
き
た
の
か
。感
傷
的
に
な
っ
て
ば
か
り
で
し
た
。

そ
し
て
と
う
と
う
島
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
す
が
、移
住
へ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
わ
た
し

の
感
傷
で
は
な
く
、息
子
の
希
望
で
し
た
。特
に
公
募

が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、彼
が
転
校
し
て
で
も
こ

の
島
に
来
た
か
っ
た
理
由
は
珊
瑚
研
究
所
で
の
活
動
で

す
。最
近
で
は
地
方
で
の
子
育
て
や
島
留
学
も
人
気
に

な
り
つつ
あ
り
ま
す
が
、た
だ
、自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で

暮
ら
す
だ
け
で
は
移
住
の
勇
気
は
で
ま
せ
ん
。本
気
で

引
っ
越
し
て
き
た
の
は
、こ
こ
に
真
の
学
び
の
場
が
あ
っ

　

今
期
の
議
会
も
早
い
も
の
で
折
り
返
し
点

で
任
期
が
あ
と
２
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
、よ
り
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
文
字
や
数

値
は
最
小
限
に
留
め
、写
真
な
ど
視
覚
で
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、読
者
の
声
欄
に
も
多
く
の
方
に
、町

民
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
書
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
も
改
革
中
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
や
質
問
形
式
も
一
問
一
答
形
式
に
改
め
定
着

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。議
会
傍
聴
さ
れ
る
方
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、音
声
が
聞
き
取
り
に
く

い
、空
調
が
寒
す
ぎ
る
な
ど
改
善
要
望
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、皆
さ
ま
の
身
近
な「
議
会
だ
よ

り
」に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

板
井 

美
代
子

た
か
ら
で
す
。2
年
前
か
ら
参
加
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ

ン
プ
。こ
の
珊
瑚
広
が
る
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
珊
瑚

研
究
所
の
先
生
に
師
事
し
た
い
気
持
ち
が
背
中
を
押

し
た
よ
う
で
す
。

　

去
年
の
春
に
は
早
町
に
フ
ラ
ン
ス
を
出
発
し
た
科
学

探
査
ス
ク
ー
ナ
ー
船
タ
ラ
号
が
寄
港
し
ま
し
た
。そ
の

時
も
話
を
聞
き
た
く
て
島
を
訪
れ
ま
し
た
。タ
ラ
号
は

サ
ン
ゴ
礁
を
調
査
す
る
た
め
に
2
年
以
上
の
年
月
を
か

け
太
平
洋
上
を
10
万
キ
ロ
近
く
航
行
す
る
途
中
で
し

た
。海
洋
の
表
面
積
の
0
．2
%
に
満
た
な
い
サ
ン
ゴ
礁

は
多
様
な
海
洋
生
物
の
30
%
が
生
息
す
る
場
で
す
。つ

ま
り
、様
々
な
海
洋
生
物
や
人
間
に
と
って
も
サ
ン
ゴ
礁

の
健
康
状
態
は
と
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
す
。

喜
界
島
も
ま
た
、重
要
な
意
味
を
持
つ
島
。こ
こ
で
の
学

び
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
学
び
に
通
じ
ま
す
。W
i
-F
i

環
境
や
借
家
を
整
え
る
の
は
学
び
の
風
を
吹
か
せ
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。島
の
大
切
な
こ
と
を
守
り
な

が
ら
も
、未
来
の
子
供
達
の
た
め
に
地
域
I
C
T
や
住

ま
い
へ
の
取
り
組
み
に
も
、是
非
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。そ
し
て
ま
た一つ
の
進
化
を
見
守
って
い
た

だ
き
た
い
。

　

こ
こ
に
は
何
故
か
懐
か
し
い
場
所
が
あ
り
、人
が
い

る
。喜
界
島
は
ヒ
ト
の
も
っ
と
も
っ
と
昔
の
思
い
出
を
、そ

し
て
そ
の
進
化
を
珊
瑚
の
中
に
仕
舞
い
込
ん
で
い
る
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


